
1 地震 ～揺れ・転倒に備える～

チェック項目 はい いいえ

建物の耐震性を確認している

棚・什器・機械設備等を固定している

重量物の落下・転倒防止対策をしている

ガラス・照明等の落下・飛散対策をしている

避難通路に倒れやすい物を置いていない

2 水害 ～浸水に備える～

チェック項目 はい いいえ

事業所の想定浸水深を確認している

重要設備・商品・書類等を浸水しにくい位置に置いている

止水板や土のう等を準備している

避難・休業を判断する基準を決めている

3 風害 ～台風・強風に備える～

チェック項目 はい いいえ

看板・屋外設備等の飛散・転倒を防止している

窓・開口部やシャッター等を点検している

飛散する物を屋外に放置していない

避難・休業を判断する基準を決めている

4 停電 ～事業継続に必要な資源を確保～

チェック項目 はい いいえ

６ 通信障害 ～連絡を途切れさせない～

チェック項目 はい いいえ

携帯電話・災害用伝言サービス等、複数の連絡手段を
確保している

従業員・取引先等との連絡方法・連絡ルールを決めている

７ 感染症 ～人員不足に備える～

チェック項目 はい いいえ

手洗い・換気・衛生用品の備蓄等を行っている

代替要員の準備や多能工化を進めている

在宅勤務・オンライン対応等を可能としている

感染者発生時の社内連絡・対応体制を決めている

８ サイバー攻撃 ～情報とシステムを守る～

チェック項目 はい いいえ

ウイルス対策ソフト等を導入・更新している

OS・ソフトウェア等を適切に更新している

重要データをバックアップしている

アクセス権限を必要な範囲に限定している

攻撃を受けた場合の報告・連絡体制を決めている

５ 断水 ～事業継続に必要な資源を確保～

チェック項目 はい いいえ

記入欄 もっと詳しく知りたい方へ

事業継続力強化計画
中小機構の支援情報
地域の防災相談窓口

～ 備える力が、事業をつなぎ、地域を支える ～

発電機・蓄電池等の代替電源を確保しており、
想定浸水深より高い場所に設置・保存している

停電時の避難・安全確認用の照明を備蓄している

事業継続に必要な水の用途・量を把握している

飲料水・災害用トイレ等を確保している
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診断したら、次の一歩へ

1 気づく

診断結果から
弱点を確認

2 相談する

身近な支援機関へ

3 計画する

事業継続力強化計画

4 実行する

設備対策・備蓄・訓練

5 見直す

定期的に確認・改善

事業継続力強化計画（ジギョケイ） ～ 中小企業のための取り組みやすいBCP ～

防災・減災の事前対策をまとめた計画を、経済産業大臣が認定する制度です。

制度概要・手引き

～ 診断を「やって終わり」にせず、できることから行動へ ～

認定を取得すると様々な支援が受けられます。

中小機構の取組・支援 知る・学ぶ・つくる・続ける

無料セミナーのほか、専門家による寄り添った計画策定、実行・見直しまでを支援

制度概要・手引き計画で整理する主な内容

● 計画策定の目的

● 想定する災害・リスクと事業への影響

● 初動対応、安否確認、指揮命令体制

● 人員・設備・資金・情報等の事前対策

● 訓練、点検、定期的な見直し

認定までの基本ステップ

1

リスクを
把握

2

対策を計画

3

電子申請

4

認定・実行

策定後も、実行状況を確認しながら継続的に改善

認定
ロゴマーク

認定取得を
対外的にPR

税制
措置

計画に記載のある防災・減災設備（※）を
取得した場合に、特別償却が可能

低利
融資

認定計画に基づき行う設備投資など
について、日本政策金融公庫の低利
融資を受けることが可能

補助金
加点

中小企業庁の一部補助金の採択審査
における加点措置

※ 支援策ごとに対象要件があります。最新の要件は制度概要・手引きでご確認ください。

中小企業庁HP

※自家発電設備、耐震・制震・免震装置、止水板など

中小機構
ポータルサイト
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